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はじめに

会社って何のためにあるのだろう？どうやったら働くことから

充実感を得ることができるのだろう？　Two miles は会計を基

本とするコンサルティングを提供する会社ですが仕事だけでな

く、有志で集まり、あるいは Email などを通してこのような熱

い議論を重ねています。仕事柄多くの会社を訪問し、経営者あ

るいは働いていらっしゃる社員の方々とお話をする機会も多い

のですが、そんな時いつも Two miles、あるいは Two miles で

議論している内容と比較をしてその会社のことを考えます。こ

の会社をどのようなものにしたいのだろう？この会社で働いて

いる人たちは幸せだろうか？働いている間にできるだけ稼いで

ハッピーリタイアメントに持ち込めばそれで人生はいいのだろ

うか？いろいろな疑問が出てきます。また私は本を読むのが好

きです。話を聞くことも好きです。幸いアメリカと言う国は経

営や人生論に関して多くの本が出版され、また多くのコンサル

タントが活躍しており彼らの話している内容に簡単に触れるこ

とができます。

Two miles 社内での経験、多くのお客様たちの会社や考え方な

どから得たヒント、そして主にアメリカの経営者やコンサルタ

ントが伝えようとしていることの一部を私なりに“会社のメッ

セージ”というテーマでまとめてみたものが本書です。
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会社経営にあたってお金を儲けること、売り上げを伸ばすこと

を第一に考えるのではなく、仕事を通して自己実現をし、回り

の人と一緒に幸せになることが重要だと考えています。「発信

するメッセージを決めることは売り上げ増加の次に考えるもの

ではなく、まず最初に考えるべきことではないか」ということ

で本書のタイトルを決めました。

会社は絶えず何らかのメッセージを発信しています。メッセー

ジは外部だけでなく社員に対しても絶えず発信されていて、社

員はそれを敏感に感じ取っています。この小冊子では会社が出

しているそのようなメッセージに注目をして、「どうすれば仕

事を通じて自己実現できるか」、「どうすれば周りの人と一緒に

幸せになれるか」ということを私個人だけではなく Two miles 

としての考え方としてまとめてみました。

本書は 3 部構成になっています。まずそれぞれの章の冒頭に質

問を書かせていただいています。これらの質問に関して少し時

間を取って考えていただいた上でお読みいただければと思いま

す。読んでいただく方々が会社というものに関して一緒に考え

ていただくことにより、何かひとつでも今後の仕事に関して役

に立つヒントを見つけていただけることを願っております。
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この小冊子を書くにあたっていろいろな方からアドバイスや

励ましをいただきました。感謝しています。またこのような課

外活動をすることができる Two miles という会社の社員および

さまざまな面で関わってくださっている方々に感謝しており

ます。

Two miles はまだまだ成長過程のひよこのような会社です。で

もこのようなことをみんなで考えながら成長していくことがで

きることが楽しみです。このような目標に向かっていること自

体が成功です。金銭的な報酬はその成功の積み重ねに対する刈

り取りだと考えています。この本をきっかけにしてできるだけ

多くの人と「本当に人生を豊かにすること」、「幸せになること」

を目指して切磋琢磨できれば、と願っています。
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読まれる前に以下の質問に関し少し考えてみてください。

•			あなたの会社のメッセージは何ですか？

•		そのメッセージを真剣にいつも考えて																
いらっしゃいますか？

•		あなたの会社の外へのメッセージと内に						　
発信しているメッセージは同じですか？

•		社員はそのメッセージをしっかりと把握して		
いますか？

•		そのメッセージを社員それぞれが発信して						
いますか？
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雄弁家とはしゃべることの上手な人のことではなく、話す

内容について情熱を持って信じている人のことである。

―ラルフ・ワルド・エマーソン

Chapter １　 メッセージの役割

１−１　メッセージとは？

誰もが伝えたいメッセージを持っています。好きなこと、いい

と思うこと、好きな人のこと、おもしろかったことなど、色々

なメッセージを持っていてそれを本当に聞いてくれる人を探し

ています。誰もが聞いてくれる人さえいれば何時間でもそのこ

とに関して話すことができる、そのようなメッセージを持って

いることでしょう。

辞書で“メッセージ”を探すと以下の説明がありました。

１）手紙や使者に託して伝達される言葉。伝言。「古代からの—」 

２）声明。声明文。

辞書の中ではメッセージは言葉で表すものに限定されているよ

うですが、果たしてそうでしょうか？立ち居振る舞いや態度な

ど、無言のメッセージもあるものと思います。メッセージとは、

言葉だけではなく色々な方法で伝える「何らかの情報」です。
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「あなたが嫌いだ」「〜に興味がある」など、言葉以外にもさま

ざまな手段を通してメッセージが発信されています。

ビジネスにおいても同様です。会社は何らかのメッセージを発

信しています。そしてお客様はそのメッセージに何らかの反応

を示してくれた人たちと言えます。無言、有言、あなたが意識

していようがいまいが、何らかのメッセージを社会に対して投

げかけているのです。あなたの会社はどのようなメッセージを

持っていますか？どのようなメッセージを発信していますか？

それはあなたの心からのものですか？あるいは売上を上げるた

めのものですか？それはトップからのものですか？会社全体か

らのものですか？言葉ですか？無言のものですか？

メッセージは必ずしも言葉になっているとは限りません。例え

ば“最高のサービスを提供します”ということは言葉によるメッ

セージですが”私の会社は本当に社員を大切にしてくれていて

働きやすいのよ！“ という社員の気持ち的なことは必ずしも会

社のウエブサイトには記載されているとは限りません。しかし

これもれっきとしたメッセージです。

今、さまざまな会社が色々な試みをしています。多くの会社が

ミッションステートメントや社是を作りホームページなどに記

載をしています。これらは言葉によるメッセージです。ただ、

実際にそれらの会社と何らかのコミュニケーションを取って
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がっかりしたという声が多いことも事実です。それはどうして

でしょうか？

「偉そうなことを言っているが実際は違う！」

「言葉によるメッセージが氾濫している中で逆にメッセージな

んかどうでもいいのではないか？」

幻滅を感じられている方も少なくないのではないでしょうか？

ここであなたの会社のことを考えてみてください。

あなたの会社のメッセージは何ですか？
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１−２　メッセージの種類

会社が配信するメッセージは大きく分けて 2 つに分かれます。

１つ目は実務的なメッセージです。「サービスメッセージ」と

呼びましょう。あなたの会社が提供しているモノ・サービスは

どのようなものがあるのか？他の会社と比較してどのような差

があるのか？お客様にはどのようなメリットがあるのか？メ

リットをもっとも多く受け取れるお客様は誰なのか？提供して

いるモノ・サービスがどれだけ分かりやすいのか？など、お客

様があなたの会社のモノ・サービスを選ぶ理由を提供する実務

的なメッセージです。

ウエブサイトなどにおいて多くの会社がこのようなサービス

メッセージを配信しており、これがなくてはお客様から仕事を

もらうことはできません。

2 つ目のメッセージはもっとぼやっとしたものです。会社の理

念やビジョン、そして雰囲気といったものです。会社といって

も結局は人の集まりです。どのような人が、どのようなビジョ

ンを持って、どのような雰囲気の下で仕事をしているのか、と

いうことを伝えるメッセージです。これを「基本メッセージ」

と呼ぶことにします。この基本メッセージはサービスメッセー

ジの背景にあるものだと思います。サービスメッセージを受け

取る人は、何らかの形でその背景にある基本メッセージも受け

取っています。
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仕事を依頼する場合、サービスメッセージだけで判断すること

はありません。その背景にある基本メッセージを探り出そうと

します。

誰もがウエブサイトで簡単に広告を作り出せる時代であるから

こそ、そこでうたわれているサービスメッセージがどれだけ信

頼できるものなのかを判断しようとします。だからこそブラン

ド力に価値があるのです。ブランドという基本メッセージがあ

るからこそ、サービスメッセージが信頼を得られるのです。
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１−３　あなたの会社の発信する基本メッセージが
　　　　あなたの会社の将来を決める

このように基本メッセージはあなたの会社のモノ・サービスを

売り込むための中心部分です。会社の方向性や行動様式、さら

には価値観を伝えることで会社のサービスメッセージを信頼し

てもらえるよう後方支援をしているのです。それだけではあり

ません。もっと大事なことは「基本メッセージはあなたの会社

の社員全員の行動や考え方に大きな影響を与えるものだ」とい

うことです。

例えばあなたがレストランを経営しているとします。お客様が

特定のレストランを選ぶ判断材料には、おいしさ、値段、出さ

れる食べ物の種類などがあります。これがサービスメッセージ

です。もちろんなくてはならない大事なメッセージの一つです

が、これだけでは十分ではありません。店の雰囲気や店員の態

度なども判断材料のひとつになります。自分のことをよく理解

しパーソナルなサービスを提供してくれる店があるとしたら、

おいしさや値段がまずまずであってもそこに行くことによって

気分が良くなるような店があったとしたら…、あなたのことを

大事にしているよ！という基本メッセージを出しているレスト

ランがあったとしたら…. そこに行きたくなりますよね。

あなたの会社が発信している基本メッセージについて考えたこ

とはありますか？
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ここで、基本メッセージを重視して業績を伸ばしている会社に

関していくつかの例を挙げてみます。

インターネットで服や靴を販売し、急激に業績を伸ばしている

Zappos という会社があります。この会社は徹底したカスタマー

サービスを追及すると共に独自の楽しい企業文化を持っていま

す。本社のあるラスベガスに行くと無料で会社見学ツアーを提

供してくれます。なんと空港からの送迎つきです。社長である

トニー・シェイは“Delivering Happiness”という本を出版し、

また専用 RV で“Delivering Happiness Tour“と銘打ったツアー

を展開するなど、”幸せ運ぶ”ということをメッセージとした

会社作りをしています。

パタゴニア社は会社の存在目的として環境保全に積極的に取り

組んでいます。環境問題に関心のある人たちを対象としたメッ

セージをさまざまな方法で配信すると共に、そのようなメッ

セージとシンクロナイズされた独特の自由な企業文化を前面に

押し出しています。

「うちの会社も、ある程度儲かったらメッセージについて考え

よう」

そう考えていらっしゃるのであれば、それは少し考え直した方

がいいかと思います。Zappos やパタゴニアなどのような会社
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は儲かったからこのようなことをしているのではありません。

大きくなる前からこのような活動をしていたのです。最初から

メッセージを考え、発信し、成長してきたのです。
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１−４　なぜ今本物のメッセージが注目されているのか

今は情報があふれている時代です。インターネットを介して必

要以上に多くの情報が提供され、ネットアクセスさえあればた

いていのことに関して何らかの情報を探し出すことが可能で

す。そのような時代にあって求められているのは本物の情報で

す。あまりにも多くの情報があたかも本物であるかのように表

現されているため、手に入れた情報が本物であるのか否かを判

断することがより難しくなっています。人間の場合も同じです。

口先だけなのか、それとも本当にコミットメントを持っている

のか？会社の場合となるともっと分かりにくいものです。購買

に誘導するためのレトリックなのか？あまり深く入り込むと結

局は必要以上のお金を使ってしまうことになるのではないか？

情報が氾濫している時代にあって、何が本物の情報なのかとい

うことをみんなが模索しているように思えます。そんな中で本

当に信頼に足る本物のメッセージにめぐり逢えた人は感動を覚

えるはずです。多くの情報の中から宝物を掘り当てたようなも

のですから。今、多くの“エクセレントカンパニー”と呼ばれ

る会社がこのことに注目しています。彼らは本物の情報を伝達

すること、そしてそれをできるだけ多くの人に受け取ってもら

うことに注力しています。

本物のメッセージは人に感動を与えるはずです。そして本当に

いいことは人に伝えたくなるものなのです。
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１−５　量より質

メッセージを発信することにはそもそも目的があります。メッ

セージは理解してもらわなければ意味がありません。いくら多

くのメッセージを発信してもそれらのメッセージが受け手に伝

わらなければ発信する意味がないのです。多くの情報が氾濫し

ている世の中にあって自社が発信するメッセージを受け取って

もらうことは生易しいものではありません。自分たちのメッ

セージをひとつでも受け取ってもらうためには、質の高いメッ

セージを発信することが不可欠なのです。

それでは質の高いメッセージとはどのようなものでしょうか？

まずは受け手が興味をそそられる内容である必要があります。

他の会社が発信しているメッセージとあまり変わりのないもの

であるならば、そのメッセージは多くに漏れず結局は無視され

てしまうことでしょう。少なくとも私たちのように先進国と呼

ばれる国に住んでいるすべての人が生活をする上で同じものを

必要性としているわけではありません。それぞれ求めているも

のは違います。ですから、世の中の人全員に伝えることは不可

能であると割り切り、本当に伝えたい人にターゲットを絞って、

それらの人が興味をもつ内容のメッセージを発信する必要があ

るのです。そうでなければ、結局誰もメッセージを受け取って

くれないという結果になってしまいかねません。

またメッセージが広がるためにはそれが本物である必要があり
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ます。「結局は口先だけのものだった」ということが明らかに

なればメッセージが広がっていくことはないでしょう。また、

メッセージを発信する場合は中途半端な気持ちではなく、本気

で発信することが必要です。

メッセージは世の中の人全員に伝わらなくてもいいのです。そ

の代わり、受け手のニーズにあった本気のメッセージを伝えな

ければメッセージは死んでしまいます。
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１−６　大きな声、小さな声

声の大きさに関わらずメッセージはメッセージです。大きな声

を出した方がより多くの人が聞いてくれることでしょう。私た

ちはどうしても伝えたいことがある場合、大きな声でできるだ

け多くの人に聞いてもらおうと試みますが、声の大きさに対し

てメッセージがどれだけ長持ちするかということを考えること

が少なすぎるように思います。メッセージがどれだけ本物であ

るかということはメッセージがどれだけ長持ちするか、すなわ

ち広がりを見せるかということと直接的な関連があるのです。

本物のメッセージは人に感動を与えます。この感動こそがメッ

セージを広げる原動力になるのです。

チンギス・ハンはアジアからヨーロッパにまで及ぶ大帝国を作

り上げました。それに対しイエスというユダヤの大工の息子は

生涯において東西南北５０キロ圏から外に出ることはありませ

んでした。２1 世紀の今、どちらのメッセージが多くの人に伝

わっているでしょうか？声が小さくても感動を与える本物の情

報は伝わっていきます。小さな声でもいいので本物のメッセー

ジを発信することが大事なのです。

テレビやラジオなどいわゆるマスメディアから取り入れること

はもちろんですが、特に基本メッセージに関しては人伝えに聞

くことの方が多いものと思います。電波でたとえるならば、大

きなパワーで送信する局と小さなパワーで送信する局との違い
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かもしれません。小さなパワーで送信をしたとしても電波を中

継する局が多ければ多くの人に伝わるはずです。

小さな声でも感動を与えるものであれば数多くの中継局により

伝わっていくのです。
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１−７　内へのメッセージ

メッセージが本物であるためにはそのメッセージを受け取った

人がアクションを起こし、そして納得した結果を得られなけれ

ばなりません。“最高のクライアントサービス”ということを

メッセージとして発信したとしても、それに伴うサービスを提

供することができなければそのメッセージは本物ではありませ

んし広がることもありません。本物でないメッセージはとどの

つまり飾り物にしかならないわけです。

ひとりで仕事をしている場合、発信しているメッセージを自

分のものとしているだけでいいのですが、組織として仕事を

する場合は違います。組織全体がメッセージを理解していな

いと経営者の意識と組織のそれが一致しないことになります。

このようなケースではメッセージの受け手を結果的に落胆さ

せる可能性があります。このようなことを避けるためにも、

メッセージは外に発信する以上に組織の内側に発信をする必

要があるのです。

その際、外に発信するのに比べて内側への発信が如何に難しい

ことかを知ることになります。社員はトップの行動を常に見て

います。日ごろの行動に見合わないような立派なことを突然言

われても俄かに受け入れることはできないでしょう。会社が外

に向けて発信をするメッセージが本物であるかどうかは社員が

一番良くわかっているものなのです。社員が納得をしなければ
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そのメッセージは本物のメッセージとして外に伝わることはあ

りえません。外に向けて発信したメッセージを本物にするため

には、何よりも内に向けたメッセージが本物であることが大切

なのです。言い換えれば外に向けたメッセージと内に向けた

メッセージは同じものであることが必要なのです。

あなたの会社の外へのメッセージと内へのメッセージは同じで

すか？

メッセージ

メ
ッ
セ
ー
ジ

メ
ッ
セ
ー
ジ

会社
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１−８　体全体から発信する

たとえトップがどのようなメッセージを外に発信したとしても

それが会社に理解されていなければ本物のメッセージとはなり

ません。喉から声を出して歌っている歌手と腹から声を出して

歌っている歌手とでは与える感動が違います。

会社が発信するメッセージは体全体で発信する必要がありま

す。社員の誰からも同じメッセージが発信されるように努力す

る必要があります。トップ以外の社員が違うメッセージを出し

ているとすればトップの出すメッセージは本物のメッセージで

はありません。むしろ社員が発信しているメッセージが会社と

しての本物のメッセージではないでしょうか。ですから、会社

が発信するメッセージが何なのかを社員に徹底的に理解しても

らい、そしてそれを自分のものとして抱いてもらうことが必要

なのです。

会社は人の集まりです。それぞれの社員は自分なりの考え方を

持って仕事をしています。お金のために仕方なく仕事をしてい

る人、自らの価値を上げるために仕事をしている人、職場での

人間関係を楽しんでいる人、それぞれ仕事をしている理由は異

なります。ただ確実に言えることは、みんなできるだけ充実し

た仕事をしたいと考えているということです。充実した仕事に

は明確な目標や意味が必要です。会社のメッセージは仕事に意

味や目標を与えるものであるべきです。
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会社全体が発信するメッセージ、これこそが本物であり広がり

を持つものです。これは単にトップダウンによる命令だけでは

できないことです。社員一人ひとりが共鳴し、それぞれがそれ

ぞれの立場でどのように会社のメッセージに参加できるかとい

うことを考えてこそできることなのです。仲間と一緒に目標に

向かって進んでいく気持ちほど充実をもたらせてくれるものは

他に見当たらないからです。
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１−９　自分だけの努力では作れないメッセージ

発信するメッセージはどうせなら大きなものにしてください。

大きな声を出すと言う意味ではありません。自分だけではど

うしようもできないような大きなメッセージということです。

色々な人に手伝ってもらわなければできないもの、多くの人と

一緒にやってこそ実現できるようなもの、そんな大きなメッ

セージを発信して下さい。競合に勝つこと、自分の成功や収入、

社会的地位に直接結びつくようなメッセージは人に感動を与え

ることができません。

もともと自分だけの努力によってできるようなことは大したこ

とではありません。他の人たちと一緒に考え、時には切磋琢磨

をしながら他の人を巻き込んでいかないと達成できないような

メッセージこそ、社会貢献、会社の成長、そして最後に自分の

成長につながるのだと思います。社員全員がこのことを理解し

て努力をしたらすごいパワーが生まれるはずです。このような

ことを社員一人ひとりが考えるときに本物の組織が出来上がっ

ていくことになります。

弊社の TME（Two Miles Enhancement）という部署 ( 企画部の

ようなものです ) のスタッフが書いた文章をご紹介します。

「ひたすら内外にメッセージを発信する。幸せな会社であるこ

と、そのベースとなる考えを発信する。発信することにバカに
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なる。そうすると、Two Miles が会計事務所としてではなく、

幸せな会社ということで知られるようになり、

それがお客様を呼び、そんなお客様の期待に違わぬサービス

をしようと努めることでスタッフの色んな意味でのレベルが

上がり、それが評判を呼び、会社と個人の評価が高まり、Two 

Miles で仕事をすることが楽しくなり、誇りが生まれ、もっと

成長・チャレンジ・強みを生かすことがしたくなり、それがさ

らに大きなメッセージとなり、強い絆が生まれ、そんな幸せな

会社に惚れ込んだ新入社員や専門家が集まってくるようにな

り、さらに充実したメッセージを TME が発信し・・・・・・

こうしてサンプルカンパニーの創造というビジョンがどんどん

実現されていく。こんなプラスのスパイラルを作っていく。

ということで、TME が直接スタッフに対して何かをするとい

うことではなく、ひたすら内外に幸せなメッセージを発信する

ことが、スタッフの幸せ（個々の成長・モチベーション・顧客

満足・チームワークなど）を引き出す結果になると確信しまし

たし、これが本当の幸せな姿だと思いました。ビジョンについ

ても、ビジョンを説く・理解してもらうのではなく、上記の通

りいつのまにかビジョンに巻き込まれ、そして自然とビジョン

を“感じる”ようになるみたいな。そして、どうやったらもっ

とビジョンに参加できるかを積極的に考えるようになる。これ

はすぐに効果が出ることではないと思います。すぐに理解され
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ることではないと思います。でも、バカと呼ばれる人がそうで

あるように、どんな時でもバカであり続ける必要があると思い

ます。とにかく、小さいことではなく、超ビッグピクチャーで

考えていこうと思っています。

スタッフはスタッフ、TME は TME と書いたのはこういう考え

に基づいています。協力しないとかそういうことではなく、み

んなにあわせるということでもなく、メッセンジャーとしての

役割を全うすることそれ自体が本当の意味でスタッフをサポー

トすることにつながるということです。

うちのスタッフはみんな協力するし、人格者だし、勉強熱心だ

し、チームワークもいいし、お客様への対応も丁寧だし、だか

ら、プラスのスパイラルを作ってあげれば自然とものすごい力

を発揮してくれると思っています。」

本物の組織から本物のメッセージが発信されます。
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読まれる前に以下の質問に関し少し考えてみてください。

・社員が個々に持っているハートはどのような　

ものですか？

・あなたのビジョンを社員と共有していますか？

・あなたの会社のルールや仕組みでチームワーク

を阻害するようなものはありませんか？

・社員個々の能力を把握していますか？　　　                

それぞれの能力が発揮されていますか？

・仕事の "Why" を社員は理解していますか？

・組織は無機質でなく有機的なものですか？

・あなたの会社の強みは何ですか？
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チームワークとは、共通のビジョンに向かって一緒に働く

ことである。組織の目的に個人の目的を合わせること。そ

してそれにより普通の人々が特別な結果を残すことを可能

にする。

 ―アンドリュー・カーネギー

Chapter ２   体全体からメッセージを発信するため 
　　　　　   にはどうするか

それでは本物のメッセージを会社全体で伝えることのできるよ

うな組織はどのようにして作っていけばいいのでしょうか？

２, ３人の組織は別として何十人にもなった組織を本気の集団

に変えていくためには組織を明確な目的意識を持った集団に変

えていく必要があります。単にお金儲けをすることや大きくな

ることだけでなく、ひとつのメッセージによって結ばれた組織

として成長していくためには体系的なステップが必要だと思い

ます。

２−１（ステップ１）ハートを探す

会社が発信するメッセージは通常次の３つのポイントを基に考

え出されます。

１つ目は会社が提供している仕事や業界の中で自らの会社がど
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のような立場にいるかなど、会社の優位性を訴えるものです。

“他社にない低価格を実現“ などはこのようなものです。

2 つ目はその市場のニーズに合わせたものです。市場がどのよ

うなモノ・サービスを欲しがっているかということを検討して

メッセージを作ります。“安心サービス”、“60,000 マイル保証”

などです。

そして 3 つ目は自社が目標とするような理想をかかげることで

す。必ずしも今はできていないかもしれないが”最高のサービ

スを提供します”と言ったスローガン的なものです。

これらのメッセージは「サービスメッセージ」として売上を上

げることを目的として外に発信するものです。ビジネスである

以上儲けることが優先課題です。いくらきれいごとをならべて

も儲けなければ意味がありません。しかしここで考えなければ

いけないことは、自社の製品やサービスを売るために発信した

メッセージをいかに本物のメッセージとして市場に浸透させる

か、どのようにして会社全体が本気になってメッセージを発信

するかということです。会社全体として「基本メッセージ」を

発信していくことです。これには社員を巻き込んでいかなけれ

ばなりません。

仕事をする人はみんなやりがいを求めています。お金儲けがや
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りがいの重要な部分を占めることは事実ですが、それだけでは

ありません。高度情報化社会においてはお金以外の部分がます

ます幸せ（やりがい）の要素として重要になってきています。

自分の能力をしっかりと発揮し、世の中の役に立ち、そして認

められる仕事をしたいと誰しもが思っているはずです。そのよ

うな欲求を満足させることなく高度なレベルで仕事をする、あ

るいは成長し続けることは不可能なのです。

製造業、サービス業、どのような業種であれ、これだけはどこ

にも負けないという信念を持つこと。そしてそのことを一人で

も多くのお客様に知って欲しいという情熱を持った集団を作り

出していくこと。それができれば本当にすばらしいことだと思

います。

そのためにはまず社員のハートを真剣になって探ることが必要

だと思います。トップだけでなく、会社の少なくともコアを形

成する人たちが心からどのようなことをしたいと考えているの

か、どのようなことに情熱をかけることができるのか、自己実

現をするために本当はどのようなことをやりたいのか、そう

いったことを知る努力をする必要があります。もしかすると本

人たちも気付いていないかもしれません。ただ、検討を重ねる

ことによって必ず浮き上がってくるものです。

時間がかかるかもしれませんが、社員のハートをひとつにする
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ことのできるようなメッセージを作り出すことができれば、お

金儲けはもちろん本当に楽しい職場を作り出せるはずです。
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２−２　（ステップ２）ハートを具体的なビジョンに変える

人間は食べ物がなくても何日間も生きることができますが、希

望をまったく失くすとすぐに死んでしまうということを聞いた

ことがあります。それほど希望というものは人間にとって大切

なものなのでしょう。社員が生き生きと仕事ができるか否かと

いうことは希望の度合いによると言えると思います。

これは個人だけでなく組織にも当てはまるものだと思います。

希望を感じることのできない組織は死んでしまいます。組織に

とっての具体的な希望を表現したものがビジョンといわれるも

のです。社員のハートを具体的な目標やビジョンとして具体化

することにより、自分だけが持っていた夢よりも大きな夢をみ

んなで見ることができ、少々のことには負けない組織を作るこ

とが可能となるのです。

ひとつのたとえ話です。ある旅行者が一緒に働いている３人の

石工に出会いました。「あなたは何をしているのですか？」と

聞いたところ３人３様の答えが返ってきました。

１人目は“おれは石を磨いているのさ”と答えました。

２人目は“おれは土台を作っているのさ”と答えました。

３人目は“おれたちは大聖堂を作っているのさ”と答えました。

3 人のうちどの人が最もいい仕事をしたと思いますか？ 3 人目
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がいい仕事をするはずですね。それは、自分のやっている仕事

の本当の意味を理解しているからです。仕事の意味を知ること

によってやる気が起こり、自分が何をすべきかということを理

解できるようになります。

誰もが自分の仕事の本当の意味を見失う可能性をもちあわせて

います。そしてそのような社員を“こいつらはダメだ”と冷め

た目で見ているトップもいます。残念ながらこのような組織が

世の中には非常に多くあります。社員全員がビジョンを持って

仕事をすることはそれぞれの社員がパワーアップすることを意

味します。社員全員で共有できるビジョンを組織に与えること

は、トップが組織に贈ることのできる最高のプレゼントと言え

るかもしれません。

会社の発信するメッセージは会社の持っているビジョンと連動

するものとなります。このふたつを切り離すことはできません。

どうしても伝えたいことがあればそれが会社のメッセージであ

り、そのメッセージは会社のビジョンを基にして生まれてくる

はずです。まずビジョンがありそしてそれがメッセージとなる

からです。何を目的として毎日仕事をするのか、会社の存在意

義がビジョンにより明確になります。会社の使命感とも言える

ものです。社員のハートを代表し、その使命と連動した希望を

表すものが“ビジョン”であり、会社の持つビジョンに向かっ

て努力をすると、そのこと自体が自動的に外に対するメッセー
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ジとなるようなものです。

ビジョンは単なる目標とは異なり簡単には達成できないもので

あるべきだと考えます。簡単に達成できるものであるならば定

期的に変更していかなければなりません。ビジョンは完璧に達

成することが不可能なもの、数字的なものではなく質的なもの

であることが必要だと考えます。会社が存在している限り永久

に求め続けていくようなもの、それこそがビジョンであると考

えます。そのビジョンが社員全員のものとして心に抱かれ、そ

れに向かって努力をすること自体が会社のメッセージとなるよ

うなものです。またビジョンと言うものはシンプルで分かりや

すいものである必要があります。分かりやすくすぐに言葉にで

きるもの。そうでないとビジョンが日常的に社内で話題にされ、

社員に徹底されるようなものにはなりえないものと思います。

日常的に話題にされなければ組織に浸透させることは難しいの

です。

弊社のビジョンは“サンプルカンパニーになる”というもので

す。“サンプルカンパニーになる”というビジョンは永久に達

成されることはありません。世界一のｘｘｘｘメーカーになる、

業界ナンバーワンになる、といった目標であれば達成されるこ

とがあるかもしれません。しかし、この“サンプルカンパニー

になる”というビジョンには到達点がないのです。ビジョンは

その様なものであるべきだと思います。それは、絶えず努力を
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続けること自体に本当のの意味があると考えているからです。

そして、結果は後からついてくるものだと考えています。

メッセージ メッセージ



44 45

２−３　（ステップ３）ミッションステートメントで行
動を具体化する

次のステップとして会社の伝えたいメッセージ・ビジョンを定

めた上でミッションステートメントを持つべきだと考えます。

ミッションステートメントとは会社の憲法のようなものです。

ビジョンに向けてハートを前進させるためのエンジンのような

ものとも言えます。ビジョンを達成するために必要な会社の行

動指針を説いたものです。会社の憲法ですから、一度定めたか

らには改正でもしない限りとにかく社員全員にそれを体現して

もらわなくてはなりません。どんなに仕事ができる人でもミッ

ションステートメントに反するような行動をとることは許され

ません。またミッションステートメントは、仕事をする上での

ルールや方法の礎になるものでもあります。

このように、ミッションステートメントは会社の礎となる大事

なものです。社員のハートをビジョンに向かって誘導するもの

です。しかし、社員全員が最初から同じ方向に向かいビジョン

を共有できるという訳ではありません。「会社のビジョンやミッ

ションステートメントには興味がない」という社員も必ずいる

と思います。しかし、そのような人もミッションステートメン

トによって少しづつ影響され、次第に全社員に共有されるもの

となるべきです。そのためにも、社員がやりがいを持って仕事

をするためにはどうすればいいか、そんなことをミッションス

テートメントに入れ込むことが必要だと考えます。
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会社云々は別として、個人的に感じる「やりがいのある仕事」

の要素をいくつか挙げてみます。

−自分を表現できる

−役に立っていることが感じられる

−自分の成長を体感できる

これらはお金や地位とは直接的な関係はありません。本当にや

りがいを感じる仕事は上記の３点を満たすものではないかと考

えています。そして、お金や評判は後からついてくるものだと

思います。

ここで弊社のミッションステートメントをご紹介させていただ

きます。

	< 最善、迅速、かつ創造的なサービスでお客様の期待を上回り、

常にお客様にモデルとなる会社として努め、さらに各個人がよ

り高いゴールに向かって成長できるよう互いに励まし助け合う

こと>

このミッションステートメントには上記のやりがいのある仕事

の３つの要素が含まれています。顧客サービス：役に立つこと、

モデルとなる会社：自分を表現すること、励まし助け合うこと：

個人個人が成長すること。弊社のミッションステートメントは、
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個人同様、会社としてもやりがいのある仕事をしたいという考

えの下に作られています。「お金儲けよりも、どのような仕事

をしたいか」ということに重きを置き、個人の場合と同様お金

儲けは後からついてくるという発想です。

以上のように、ビジョンを実現するための憲法となるものが

ミッションステートメントです。どのような行動規範を備えれ

ばビジョンに近づくことができるのか、それは社員全員で共有

できるものなのか、ミッションステートメントを活かすことに

よりどのようにメッセージを伝えていくことができるのか、そ

んなことを考えてみては如何でしょうか？
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２−４　（ ステップ４）ビジョンやミッションステート
メントを活用する

ビジョンやミッションステートメントは作っただけでは意味が

ありません。実際に活用すること、すなわち仕事の進め方に活

かされないと単なる飾りで終わってしまいます。そのため弊社

では“サンプルカンパニー”というビジョンを言葉にして多用

しています。また言っているの？と言われるくらい頻繁に使い

ます。みんなの頭に沁み込ませてほしいからです。ミッション

ステートメントとなると少し長くなってしまいますが“サンプ

ルカンパニー”という言葉であればだれでもすぐに覚えられ、

そして使うことができます。ミッションステートメントはチー

ムメンバー全員の骨身にまで沁み渡り、全員の行動規範になる

というレベルにまでもっていくことが理想です。何をするにで

も土台として設定するためには骨身に沁み込ませなければなら

ないからです。

ちなみに弊社の名称である Two Miles とは聖書に書かれている

言葉です。聖書はいうまでもなく西洋文明の礎となっているキ

リスト教の聖典です。特にアメリカにおいて感じることは、多

くの成功したビジネスマンにとって聖書の教えが大きな影響を

及ぼしているということです。特に Golden Rule といわれてい

るもの、つまり“あなたが人にして欲しいと思うように人にし

てあげなさい”という思想が大きな影響を与えています。今で

もアメリカのビジネスコンサルタント、ビジネス思想家、モチ
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ベーショナルスピーカーの多くが聖書の教えに基づいた指導を

取り入れています。弊社の名称である Two Miles も、「1 マイ

ル行けと言われれば 2 マイル行きなさい」という聖書の中の一

節を引用しており、Golden Rule を実行したい、そうすれば成

功できるだろう、という期待をこめて名づけています。名前ま

でビジョンと合うようなものしているのですから、社員みんな

が「お客様のために Extra Mile 行くこと」「サンプルカンパニー

になること」を常に意識せざるを得なくなることを期待したい

と思います。

先述の通り、ミッションステートメントやビジョンはそれを組

織に沁み込ませていくことが重要であり、特にビジョンに関し

ては分かりやすく、覚えやすくすることが大切だと考えていま

す。その次に必要なことは、最初から組織全部に沁み込ませる

ことが無理だとしても徐々に広げていくということを考えるこ

とです。「メッセージは声を大きくしないと伝わらない」とい

うものではありません。声は小さくてもいいのです。最初は理

解をしてくれる人 3 人程度を選び、徹底して彼らにビジョンを

共感してもらいます。そしてその 3 人が小さな声でもいいので

徐々に組織の中で同志を増やしていってくれればいいのです。

このように、真の賛同者が出てくれば乗数的に社内にメッセー

ジを広めることが可能となります。これは外へのメッセージと

同じ原理です。心から賛同してもらえるビジョンとミッション

ステートメントを作ること。それをできるだけ分かりやすくす



50

Chapter 1　◆　メッセージの役割

51

ること。そして小さな声でいいのでメッセージとして徐々に組

織に浸透させていくこと。このような地道な努力の積み重ねに

より組織が変わっていくのです。
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２−５　（ステップ５）チームワークを育てる

“世の中のすべての大きなことで、ひとりの力だけで成し遂げ

られたことはない”という言葉を耳にしたことがあります。確

かに一人ひとりの力は限られていますが、みんなで力を合わせ

れば大きなことができることは間違いありません。ハートを探

り出し、ビジョンやミッションステートメントを定め、そして

それをできる限り組織に浸透させる。そこまでしてもまだ土台

ができただけに過ぎません。みんながそれに乗って調和の取れ

た踊りを踊ってくれるわけではないのです。みんなで力を合わ

せて仕事をするためにはチームワークが必要です。ミッション

ステートメントが沁み込んだ組織、その力を合わせて困難に挑

み続けるチームを作り上げるためのチームワークです。

多用されるこの「チームワーク」という言葉ですが、簡単にで

きるわけではありません。このチームワークによって目指して

いるものは単なる仲良しクラブではなく、目標を持ったチーム

として伸びていく会社です。いろいろな手法を使ってチーム

ワークを強化しようとしますが、なかなか上手くいくものでは

ありません。組織というものにはいつも何らかの葛藤や争いが

ついてまわります。基本的に人間はわがままです。そのわがま

まさがエントロピーの法則を活性化してしまいます。本当の

チームワークとは存在意義がしっかりと組織に理解されてお

り、共通の目的を持っている時にのみ出来上がるものだと思い

ます。目的意識があいまいな組織において“チームワーク”と
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いう言葉を強調したとしても馬の耳に念仏状態です。だからこ

そ組織のメッセージが必要なのです。

いいチーム、いいチームワークを育て上げるために真剣に取り

組むべき大事な７つの要素を以下に挙げてみたいと思います。

２- ５- １　共通のビジョン
先述の通り、チームの力を集結して目的に向かって突き進むた

めには全員がビジョンを共有することが必要です。

社員それぞれが会社のビジョンに対して持つ具体的イメージが

異なるとしても、全員が会社のビジョンを個人のビジョンとし

て抱擁し、それらの方向性がマッチしていることが必要です。

イメージがそれぞれ異なることは構いません。チームメンバー

それぞれが自分なりのイメージを持ち、ビジョンに向かってい

く過程でそのイメージを会社のビジョンに投影し、いろいろな

意見を取り入れていくことによりビジョンが全員にとってより

個人的なものとして具体化していく必要があります。

２- ５- ２　共通の目標
“目標”というものはビジョンよりも小さいものです。野球チー

ムで例えるならば、ビジョンは“最高の野球チームになる”と

いうものであるのに対し、目標は“このトーナメントで優勝す
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る”というものであると考えています。目標とは自分たちの成

長を測ることのできる物差しの役目を果たすものだと思いま

す。ビジョンに近づくための階段のようなものです。ひとつひ

とつの目標を達成する努力によりビジョンに近づけるものと考

えています。

繰り返しますが、ビジョンそのものは完全に達成することが不

可能です。それを補う役目を果たすのが目標です。達成可能な

目標を設定することによりビジョンに近づくための日々の努力

をする力が生まれてくるものと思います。

また目標には、チームとしてのものと個人としてのものがあり

ます。この２つの目標は方向性として一致していることが必要

です。目標は年ごと、月ごと、あるいは日ごとに立てることが

できます。例えば予算などはひとつの例です。日記をつけるこ

とや一定時間内に仕事を終わらせることなども目標のひとつで

す。これらの個人的な目標の積み重ねがチームとしての目標と

一致し、気がつけばチームとしてのビジョンに近づいていると

いうような具体的目標を持つことが大切なのです。

２- ５- ３　土台
チームの土台はミッションステートメントです。全員の行動指

針としての土台です。繰り返しになりますが、国で言えば憲法

のようなものです。いろいろな規則や基準はミッションステー
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トメントを土台として作っていくこととなります。

このような土台なしではチームメンバーが難しい局面でどのよ

うな行動を取ればいいのかという判断が難しくなります。ビ

ジョンは方向性を指し示すことができますが、それ以外に日々

の決断を助けるものとして基準を明確に定めるものがどうして

も必要となります。会社は仲良しクラブではありません。達成

すべき目標があります。目標を達成するための土台となるのが

ミッションステートメントです。

２- ５- ４　倫理観・価値観
国でさえも倫理観が失われると国力を失います。どんなにすば

らしい憲法を持っていたとしても、それを実際に守る人たちの

倫理観が低ければ効力を発揮することはできないと思います。

つまり憲法はそれを守るべき人たちの倫理観に基づくものであ

ると言うことになります。日本やアメリカが繁栄をしてきた理

由のひとつはこの点にあると思います。

会社にも同じことが当てはまります。会社を構成する人たちの

倫理観のレベルが低ければ、どれだけ高尚なビジョン、あるい

はミッションステートメントがあったとしも、会社が長期的

に発展していくことはないと思います。一緒に働く人たちを

１００％信頼できなければ助け合ったり、励ましあったり、楽

しく働くことができなくなります。お互いの信頼関係はしっか
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りとした倫理観・価値観の共有の上に形成されるものだと思い

ます。

いかに仕事ができたとしても、会社が共有しているレベルの倫

理観を持っていない人と共に働くことには無理があります。必

ずどこかで分裂をしなければならなくなると思います。どうせ

仕事をするのであれば固く結束したチームで仕事をしたいもの

です。共通の価値観を持って苦楽を共にできることが強いチー

ムの秘訣です。

２- ５- ５　お互いを尊敬すること
いいチームというものは互いにチーム内での役割を認め尊重し

ているものです。みんなそれぞれ、能力、得意なこと、性格、

仕事の仕方などに違いがあります。長所もあれば欠点もありま

す。それらを受け入れた上でお互いを尊敬すべきです。認めら

れていないと思った瞬間に、チームへ貢献するためのモチベー

ションが低下します。

チームとしてはお互いの短所ではなく長所に目を向けるべきで

す。ともすれば他の人の短所ばかりに目がいってしまいがちで

す。短所に目を向け出した時に組織の上昇モードは止まってし

まいます。それぞれに得意な能力・長所を１００％発揮しても

らうことが組織にとって一番都合がいいのです。そして個人個

人にとってもそれが一番いいのです。
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２- ５- ６　お互いを楽しむこと
一緒に仕事をする以上楽しく仕事をすることは大切です。目標

に向かってできるだけ楽しくやりましょう。目標を達成するこ

とに最大限の努力をすると共に、その過程を楽しむことができ

ることこそいいチームの証だと思います。我々の持っているビ

ジョンを完璧に達成できることはありません。だからこそ、努

力し続けるためにはその過程を楽しむことが不可欠なのです。

また、お互いに楽しくやっているチームは失敗をした時に早く

立ち直ることができると思います。失敗は必ずします。チーム

としても個人としても必ず失敗をします。その時にチームとし

てあるいは個人として立ち直り、それを将来の糧として活用で

きるほどになればいいと思います。「一緒に仕事をするという

ことを楽しむこと」。これこそが、チャレンジを奨励する組織

の性格を保っていくために必要なことだと思います。

お互いを尊敬すること、そしてお互いを楽しむこと、この２つ

の要素は切り離すことはできないと思います。両方とも組織の

性格として大事にしましょう。

２- ５- ７　チームワークを促進する体制
上述の通りチームワークに必要な要素を促進するシステムが会

社には必要です。チームワークを強調する一方で組織のシステ

ムがそれとは逆行することを促進しているようでは、チーム
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ワークが良くなるはずもありません。

利益の分配、仕事の進め方、オフィスのレイアウトなど、すべ

てチームワークを促進するものであることが必要です。

チームワークは仲良くやっていると言うことだけではだめで

す。お互いが刺激しあって切磋琢磨しなければなりません。そ

うして、常により高いレベルでチームワークを達成できるよう

努めるようなシステムが整っている必要があります。仕事は

チームとしてこなしていかなければ本当に高いレベルのメッ

セージを提供することはできません。本当に高いレベルのメッ

セージは、お互いが得意な能力をもってチームに１００％貢献

することによって初めて生み出されるものです。使命をもつ組

織が持続的に力を十分に発揮していくためには、これら７つの

要素を取り入れたチームの構築を目指すことが必要だと考え

ます。
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２−６　（ステップ 6）個々の能力を発揮してもらう

チームワークの土台を整えつつ、最高のメッセージを発信する

ことを考えます。そのために大事なことは、それぞれの社員が

それぞれの得意なこと・才能を存分に発揮することです。マラ

ソンの選手に重量挙げをしてもらっても仕方ありませんし、野

球選手に体操をしてもらっても仕方ありません。それぞれの社

員が自分の得意とすることを十分に発揮してもらうことが会社

のメッセージをより良いものとするのです。会社によっては極

端なトップダウンによって社員が萎縮してしまい、結果、決まっ

た枠内の仕事しかしできなくなっていることがあります。また

ある会社は、トップがお山の大将になっていて下から上がって

こようとしている人を押さえつけたり、上がろうとしている人

同士で足の引っ張り合いをしているような場合もあります。ま

たある会社では、ルールがこまごまとしすぎていて社員が窒息

しそうになっている場合があります。いずれにせよそのような

会社には社員の能力を十分に活かしていくような仕組みがあり

ません。どこかで行き詰ってしまいます。メッセージが次第に

死んでしまうのです。

適材適所という言葉があります。これは本当に大事なことです。

ただこの言葉は私には硬直した組織を連想させます。人間の作

り上げる組織はもっと有機的なものであるべきなのではないか

と思います。
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人の体など、有機的な組織というものは組織の一部分が弱く

なった場合に他の部分がカバーしようとします。そして強い部

分の能力をしっかりと発揮できるように組織が自動調節しま

す。たとえばプロ野球の選手のバットスイングはひとりひとり

異なります。それぞれ体の特徴が異なるわけですから、それぞ

れが体およびメンタルな部分の特徴をできるだけ活かした最適

なスイングを作り上げているのです。テニス選手のプレースタ

イルも人によって異なります。これも個々の能力や体、メンタ

ルの特色などを活かしているのです。

それぞれの社員にいい部分を発揮してもらうためには、仕事を

教える時にその仕事のやり方よりもその仕事の意味、会社全体

の中での意味、さらには会社の発信しようとしているメッセー

ジの中での意味に関しての説明に時間をかけることが大切で

す。ともすれば仕事のやり方を教えることに時間を使い、その

仕事の持つ意味に関しての説明をあまりしないことが多く見受

けられますが、会社の発信しようとしているメッセージに関し

て社員に能力を発揮してもらう場合、その仕事の意味に関して

の説明に力を入れる必要があります。ある人がこのようなこと

を言っています。

“仕事のノウハウ（How）を知っている人は仕事にあぶれるこ

とはありません。ただなぜその仕事をするか（Why）を知って

いる人はノウハウを持っている人の上司になります。”
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組織もこのようなことを見習うべきだと考えます。仕事の目的・

意味を各個人がしっかりと理解して初めて有機的にお互いが弱

点をカバーすると同時に能力を１００％発揮してもらうことが

可能になるものと思います。その上で組織としてのプレースタ

イルを向上させていくという考え方です。すべての会社が同じ

ような環境や強みを持っているわけではありません。世の中の

会社が同じようなことをしていては面白くありません。あなた

の会社の強みを把握し、最高のプレースタイルを追求すること

が最高のメッセージを発信することにつながります。

あなたの会社の強みは何ですか？その強みは発信しようとして

いる基本メッセージに反映されていますか？
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２−７　（ステップ 7）自分よりチームの成功を優先する

“One for all.  All for one. ”この言葉を耳にされたことがある方

は多いのではないでしょうか。これはスポーツに限ったことで

はないと思います。この言葉が実践される会社・職場はすばら

しいものになるはずです。会社に対して一般的に持たれるイ

メージは「雇用契約に基づいたドライなもの」だと思いますが、

法律上の問題はどうであれ、会社もスポーツのチームと同じで、

チームに対して、そしてチームメートに対しての強いコミット

メントがなければ本当に強いチームはできません。

このことを率先して実践していく必要があるのが会社のトップ

です。社員の幸せ、社員を助け励ますことを何よりも優先して

いくことが大事ではないかと思います。これは私を含め多くの

リーダーにとっての大きなチャレンジです。簡単なことではな

いからです。時には愚痴をこぼすこともあるかもしれませんが、

肝に銘じて毎日実行していくしかありません。しかし、これを

やり続けた後に得られる結果は、仕事のみならず人間関係にお

いてもすばらしいものであると思います。

弊社では社員のすばらしい姿勢を経営者が見習っているような

ところがあります。私のように幸運な経営者は稀であるかもし

れません。会社の主役は社員全員です。社員が自己犠牲をいと

わずに共通の目標に向かってお互いを助け合うときにこそすご

いパワーが生まれるのです。
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ただ会社の体質というものは簡単に変わるものではありませ

ん。千里の道も最初の一歩から。すばらしいチームを作ること

を目指して少しずつ努力をしていくことが大切です。そしてそ

のような文化が少しずつでもできてきた時には、みんなで努力

と成果を祝っていくことも必要なことだと思います。

すばらしい会社の文化を作り上げていくためには、自分自身が

仕えるものとしての姿勢を忘れないことが必要です。そのよう

な会社の文化を作り上げていくために今日何をすべきですか？
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Chapter ３

質から量への発展
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読まれる前に以下の質問に関し少し考えてみてください。

・ あなたの会社の文化は力強いものですか？

・ あなたの会社の質は向上していますか？　　　

進捗度をモニターしていますか？

・ 会社の文化が良い方向に変わったとすれば　　

どのように会社は変わりますか？

・ アメリカと日本の良い点を会社に取り入れ　　

ていますか？

・ 会社の文化を良い方向に持っていくために　　

何をすべきですか？
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すでにできている道に従っていくな。道のないところを行っ

て後に道を作ろう。

ー ラルフ・ワルド・エマーソン

Chapter ３　質から量への発展

世の中の多くの会社が仕事の“量”を求めて業務にあたってい

ますが、本物のメッセージを会社として発信できるようになる

と自然に“量”も増えていくはずです。社員全員でメッセージ

を作り発信していくわけですから量が増えないわけがありませ

ん。量よりも質を重視して本物のメッセージを出すことにより、

結果的に仕事の量も増えていくことになるはずです。

３−１ 本物のメッセージを発信し出すとどうなるか？

本物のメッセージを出すためには社員全員が明確に会社の存在

意義を理解する必要があります。そして、発信したメッセージ

を保ち広げていくことが社員全員の自信につながり、目的意識

が組織に沁み込んでいくことになります。そして自分たちの出

しているメッセージを誇りに思うようになり、さらにメッセー

ジを高めていこうという意識で組織が盛り上がっていくことと

なります。このようになればトップが考えて下が従うという構

図はなくなります。全体が考え、そして全体が行動に移すよう
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になるからです。そして社員一人ひとりの意識が“私は”から

“私たちは”に変化し始めるはずです。お互いが組織の出すメッ

セージのために何をすればいいか、どのようにみんなでやって

いくべきかを考え出すはずです。お互いの違いよりも共通の目

標に関心が移り、他の人の弱点よりも長所に目が行くようにな

るものと思います。従来のリーダーは社員を管理する ( なだめ

たり、入れ替えたり、注意したり ) ことに多くの時間を割いて

いることと思いますが、このように変化した組織のリーダーの

役割は、会社の方向性を確認しチームワークがしっかり機能し

ているシステムをモニターすること、そして新しいビジネス展

開やメッセージの確認をするなど、前向きな仕事の比重が増す

ことになります。本当の意味でのリーダーシップに力を入れる

ことができることになるはずです。

本物のメッセージを発信しだした組織にとって競合相手の動き

はあまり気にならなくなります。「他の会社と競争をする」と

いうことから「自分たちが業界を引っ張っていく」「自分たち

のフォーカスしている分野に関して業界標準を作っていく」と

いう意識に変わってくるはずです。いい意味で仕事に対しての

プライドが出てきて、まるでイチロー選手のように自らのレベ

ルの向上をとことん追及していくことができるようになるので

す。このような組織の活動が結果として“量”の増加にもつな

がることは間違いありません。そして、あなたの会社のサポー

ターを増やしていくことになるはずです。
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量が増加することにより新しいチャレンジが生まれます。こな

すべき仕事量の増加、新しい分野の仕事の増加など、新しいチャ

レンジを経験しながら社員一人ひとり、そして会社が発展をし

ていくことになります。新しいチャレンジをしていく中でさら

にメッセージが強いものとなっていくのです。このような良い

スパイラルを生み出し維持していくことが、理想の会社・幸せ

な会社の基本だと考えています。Two Miles 自体まだまだこの

点に関しては初期段階です。良いスパイラルを推進し続けるた

めにはどうすればよいだろうか？質的な向上に関する進捗度を

測定し分かりやすい目標設定をするためにはどうすればよいの

か？このような力強い文化をどのように育んでいけばよいの

か？まだまだ勉強することばかりです。ここでひとつ社内向け

のブログを紹介いたします。

「我々がお客様にパーソナルなサービスを提供し、信頼される

会社・人間になること、そして時にはお客様に“Wow”といっ

てもらえるようなことをすることは、我々のコア・バリューの

ひとつですね。このようなことをするためにはお客様のことを

しっかりと考え、そしてよく理解することが不可欠ですね。こ

の努力をし続けることによりお客様に喜んでいただくだけでな

く仕事自体が楽しくなるはずです。

そしてこの努力を積み重ねることによりお客様のニーズを見出

していくことができます。そしてそれが新たな仕事につながる
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ことや、お客様が別のお客様を紹介してくれることもあるで

しょう。そしてこのことを通してさまざまな経験・チャレンジ

が生まれ、我々は会社としても個人としても成長していくこと

でしょう。

ただこのようなことをし続けるためには目標が必要ですね。自

分がどれだけ質的に成長しているかのバロメーターが欲しいで

すね。

そのバロメーターはお客様の反応です。自己満足で終わっては

いけませんからね。我々の進捗度を測っていくためにも以下に

関して報告をしてもらうことにしましょう。

 ・ お客様からの新しい仕事の依頼

 ・ 新しいお客様のご紹介

 ・ 感謝の言葉

これらのことはみんなに開示します。そしてもちろんボーナス

の査定の要素とします。みんなでこのような情報を共有し考え、

そして励まし合うようにしましょう。

もしお客様が離れるようなことがあればその理由をできるだけ

確認してください。そのことからも学んでいきましょう。」
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まだまだ Two Miles 自体がいいスパイラルを模索しています。

模索をして小さいことを実行していくことにより、５年後に振

り返れば大きな進歩を見ることができると信じています。
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３−２　チャレンジの大切さ

チャレンジをすることは会社にとって重要です。GE の Jack 

Welch が以下のような言葉を残しています。“社外の環境の変

化するスピードが社内の変化のスピードを超えた時は会社の終

わりが近い証拠である”

社内の変化はチャレンジをし続けることによってのみ成しえま

す。チャレンジをし続けるためにはリーダーが会社に対して

チャレンジを与え続けることも大事ですが、社員一人ひとりが

自らチャレンジを求め続けることの方がもっと大事だと思いま

す。リーダーが気付かない、つまり社員でなければ気付かない

ような改善点がどんな会社にもたくさんあるからです。チャレ

ンジは大きなことだけではありません。小さなことを変えてい

くこともチャレンジです。そのような小さなチャレンジの積み

重ねが大きな変化を生み出すのです。

チャレンジをし続けるためにはまず社内にチャレンジを促進す

る文化が存在することが必要です。成功と失敗は正反対のもの

として考えられがちですが、成功と失敗はいつもペアになって

います。失敗の積み重ねが成功を生むからです。だからこそ、

社員が犯す前向きな失敗に関して会社は寛容であるべきなの

です。IBM のワトソン元社長の話をひとつご紹介します。IBM

が 10 億円以上の資金を投資した事業が失敗したときの話で

す。そのプロジェクトの責任者がワトソン社長に呼び出しを受
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けました。クビを言い渡されると思った責任者は自ら“退職届

を出すべきですね？”とワトソン社長に聞きました。その時の

ワトソン社長の答えは“冗談じゃないだろう？ 10 億円以上を

あなたにせっかく投資したのに辞められたら元も子もないだろ

う！”という答えでした。

「失敗をすること、そしてその失敗から大事なことを学んでい

くことこそが大事なことである」そんなことが社内へのメッ

セージとして広がったはずです。

最近では Google が相当のお金をかけた WaveProject を断念し

ました。この件に関しシュミット社長は次のように述べてい

ます。

“われわれは失敗することをお祝いする。わが社では大変難し

いことに挑戦してうまくいかないことがあってもそこから学ぶ

ことができるならばそれでいいと考えている。”

会社の中にチャレンジを促進する文化があること、更に必要な

要素は「チャレンジをし続けるための理由が明確であること」、

あるいは「モチベーションを会社がいつも社員に提供している

こと」です。会社が目指しているもの、つまり会社のメッセー

ジが社員に明確であることです。完璧には到達することのない

壮大なビジョンがあることは、すなわち絶えず上を目指すため
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のチャレンジがあるということになります。そして会社として

のメッセージが社内において明確に把握されていることによ

り、社員が何をすべきかということの自主判断が進むはずです。

そのようになってこそ組織は有機的に機能し、自ら意味のある

チャレンジをし続けることになるのだと思います。

「失敗を恐れずにチャレンジを促進する文化」と「チャレンジ

をし続けることのできる高い目標」。このふたつがしっかりと

設定されることによりチャレンジをし続けるチームができるの

ではないでしょうか。
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３−３　本物のメッセージの強さ

Jim Collins は著書 Good to Great の中で世の中のエクセレント

カンパニー３０社を分析し、その３０社に共通した要因は際

立った企業文化があることであると結論づけています。しかし

その３０社の中でさえも最近は苦戦をしている会社が増えてき

ているようです。それだけ企業文化を長続きさせて他の企業よ

りも質の高いメッセージを送り続けることは難しいということ

です。ここで発想を少し変えてみるとチャレンジする企業に

とって好都合なことが見えてきます。それは、本物のメッセー

ジを送ることに成功した会社は大きな会社に負けないで業績を

伸ばすことができるということです。そして、いつの時代にお

いても本物のメッセージを出すことに成功している会社が発展

するのです。

Ritz Carlton,　Amazon,　Google,　Zappos など、独特の企業文

化の下でいいメッセージを発信している会社は多くあります。

そしてそれらの会社のすべてに共通して言えることは、それぞ

れの会社が独自の企業文化を保ち発展させていくこと自体に戦

略的に注力しているということです。これらの会社は企業文化

が作り上げるパワー、会社のメッセージの重要性を理解してい

るのです。

メッセージを基本とした会社の強みは、社員がそれぞれその

メッセージの実現に向けて何をすべきかということを自ら考



74

Chapter 3　◆　質から量への発展

75

え、そして自主的に行動に移してくれることです。社員全員が

力を合わせる会社はワンマン会社と比較にならないほどの大き

なパワーを生み出すはずです。そのような会社のリーダーの役

割は管理者としての役割ではなく、自らがメッセージの推進者、

社外に対してはメッセージの宣教者、そして社内に対しては常

に会社のメッセージの意味を深め、さらに先がある、さらにや

らなければならないことがある、ということを指し示していく

ことです。社内外へのメッセージの宣教者・研究者となること

が必要なのです。
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３−４　 社員目線

私だけでなくおそらく多くの経営者の方々が苦労されている事

として“自分の理想と現実との違い”があるかと思います。私

も理想と現実の違い、私と社員の考え方の違いに関してしばし

ば考えることがあります。今までもこのことで数々の失敗をし

てきました。自分よがりの判断で相手の意見を十分に聞かずに

意思決定をしてしまい人が離れて行ってしまったこともありま

す。ビジネスのことを一番良く知っているのは自分だ、自分の

やっていることは正しい、というプライドやこだわりがありま

す。仕事を始めてから年数も経ち、自分が始めたときに感じて

いたこと、自分が雇われていたときに考えていたことなど、か

なり忘れてしまっています。このようなことから社員との間に

乖離が発生してしまいます。

幸いなことに Two Miles では私の考えや立場と入社してまだ

2,3 年しか経っていない社員の立場の両方を分かってくれてい

る人たちがいます。彼らに私は遠慮なく自分の意見を言うこと

ができ、そして彼らからは社員の立場としての意見を聞くこと

もできます。また私よりも社会経験が豊かな方々にもビジネス

の中に入っていただいており意見を頂戴することもあります。

このようなことで、独りよがりになりがちな自分の思考を時々

変えることが大切だと考えています。

こうした環境をできるだけ多く作ると共に、社員、お客様、あ
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るいは弊社に関係するすべての人にビジネスの黄金律である

“あなたが人にして欲しいと思ように人にしてあげなさい”と

いう言葉を浸透させるようにしています。会社のことに関して

は“社員のことを自分のことより優先して考えているのか？”

ということです。まだまだ至らぬ点ばかりですが、このことに

関しての自分自身の成長も楽しみにしています。
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３−５　アメリカでビジネスをしている日系企業へ

アメリカで会社を経営する場合、人事の面などで色々な苦労を

することとなります。日本の常識がアメリカでは通用しなかっ

たり、考えられないような経験をされる経営者の方がたくさん

いらっしゃるものと思います。

ただ視点を変えれば、我々のように日本と米国の両方のこ

とを良く知っている経営者はアメリカのことあるいは日本

のことだけを知っている経営者に比べ断然優位な立場にあ

るということにもなります。自分を成長させるためにこの

ような恵まれた環境が与えられている人はそう多くはあり

ません。多くの困難とチャレンジがあることでしょう。そ

のような中で今日を大切にしてください。私が自分の子

供から教わった言葉を紹介します。“Yesterday is history, 

tomorrow is a mystery, but today is a gift. That is why it 

is called a present.”

“今日”には宝物がたくさん隠されているはずです。

私なりに日本の良い点、アメリカの良い点を挙げてみます。

（アメリカのすばらしさ）

自信	 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 	周りの意見に左右されないで自分の信じる

道を進むことが奨励される

寛大さ	 . . . . . . . . . . . ボランティア精神、そして失敗をしたもの
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にチャンスを与える懐の深さ

開拓精神	 .	 .	 .	 .	 .	 .	 .	 .	 .リスクをとって前に進む精神性

機会を与える		 .  .  .  .才能のある人、失敗をした人に機会が与え

られる国

自由		 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .自由に意見を出しチャレンジをする風土

大きな視点	 .  .  .  .  .  .  .大きな視点でシステムを構築していく考え方

（日本のすばらしさ）

尊敬の念	 .	 .	 .	 .	 .	 .	 .	 .	 .年上、経験のある人への尊敬の念を大切に

する

聞く態度	 .	 .	 .	 .	 .	 .	 .	 .	 .人の言うことをしっかりと良く聴く態度が

奨励されること

忍耐		 	 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .我慢強く物事に取り組む姿勢

チームへの忠誠心	自分よりも組織の利益を優先する風土

細心のサービス		 .  .細部に行き届いた気配り

責任感	 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .与えられた責任をしっかりと果たす精神性

日米に限らず世界中の人が仕事をする意味を求めています。特

に先進国と言われている国では、仕事は食べるための単なる手

段ではなく自己実現の場として捉えられています。仕事の意味

を与えてくれる会社、自己実現をできる会社を多くの人が求め

ています。日米の会社の良い点を知っているリーダーが本気に

なって良い会社を作るための努力をすれば、このアメリカだけ

でなく日本にも逆にメッセージを発信することができるのでは
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ないかと思います。会社としてのメッセージを確立した上で日

米それぞれの良さをしっかりと取り入れた組織。個性のある社

員一人ひとりの能力・特性をフル活用できるような組織を作り

上げることができれば、最強の企業ができるのではないでしょ

うか？

そのためにはリーダー自らが本気にならなくてはなりません。

本気で社員のことを考え、メッセージを浸透させ、社員の長所

を把握して伸ばす努力をしなければなりません。このような努

力は時間を要します。また努力をする途中で社員が辞めてしま

うなど、がっかりすることもあることでしょう。それでも本気

でやり続けることが必要です。それをやり遂げた時、あなたの

周りが輝き出すことでしょう。そしてそれはあなた自身の輝き

にもなるはずです。

最後にビジネスコンサルタントの Zig Ziglar の言葉を送ります。

“他の人の夢をかなえるお手伝いをし続ければ、あなた自身

が人生において望んでいることを叶えられることでしょう”
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最後に

最後まで読んでくださりありがとうございました。偉そうなこ

とを書いていますが、私自身、そしてこの本を書くきっかけと

なった Two Miles という会社はまだまだ発展途上です。これか

らやりたいことは多くあります。ビジョンやコアバリュー、ミッ

ションステートメントなどに関してももっと力強いものに練り

上げていき、組織の発展に、そして個々の成長に結び付けて行

きたいと思っています。そしてこの小冊子を読んでいただいた

だいた方々と一緒に成長をして行きたいと願っています。

アメリカで仕事をできる、ということに対して本当に感謝をし

ています。日本のいい点、そしてアメリカのいい点を実際に体

験できるからです。このような経験ができる日本人は限られて

います。この恵まれた機会を生かすも殺すも本人次第です。も

ちろん機会を生かすためにはチャレンジをしていくことが必要

になります。どれだけ多くのチャレンジを前向きに受け止め、

それを成長の糧、人生の成長の肥やしにしていけるかどうかは

本人次第です。時間はみんなに平等に与えられています。その

限られた時間の中で困難を避けていくか（機会を逃していくか）

チャレンジしていくかによって 5 年、10 年先の自分の姿はか

なり変わっていくことでしょう。
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誰もが充実した人生を送りたいと考えているものと思います。

この小冊子が皆様の会社そして皆様ご自身がチャレンジをして

いくことのきっかけになることを願っています。そしてご意見

や経験談などありましたらぜひご連絡いただきたく存じます。

そのようなことを一緒に考えることができれば幸いです。

一緒に幸せな会社を作ることをめざしましょう！
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